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放
蕩
息
子
の
散
財
　
―
長
崎
版
画
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
と
西
洋
製
銅
版
画
と
の
関
連
を
中
心
に

　
本
稿
は
長
崎
版
画
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
と
極
め
て
類
似
し
た
西
洋
製
版
画
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
十
八
世
紀
後
期
か
ら
十
九
世
紀
前
期
に
か
け
て

世
界
的
な
広
ま
り
と
変
容
を
み
せ
た
、あ
る
特
定
図
像
の
系
列
に
こ
の
長
崎
版
画
が
属
す
る
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
る
。一
七
五
一
年
に
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・

ル
ク
レ
ー
ル
（
子
）
画
と
さ
れ
る
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
、
ま
た
は
こ
れ
を
一
七
五
〇
年
代
以
降
に
模
倣
し
た
イ
ギ
リ
ス
製
メ
ゾ
チ
ン
ト
な
ど
に
描
か
れ
る
宴

会
風
景
は
、そ
の
テ
ー
ブ
ル
の
配
置
や
人
物
の
ポ
ー
ズ
が「
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
」
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、影
響
関
係
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
銅
版
画
は
、

ル
カ
福
音
書
の
「
放
蕩
息
子
」
の
た
と
え
話
を
題
材
に
し
た
シ
リ
ー
ズ
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
デ
ル
フ
ト
製
陶
磁
器
の
絵
付
に
も
描
か
れ
る
な
ど
、
こ
の
図
様

は
欧
州
で
あ
る
程
度
評
判
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
上
述
の
銅
版
画
が
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
っ
て
日
本
に
も
舶
来
し
、
十
八
世
紀
末
期
か
ら
十
九
世
紀

前
半
に
か
け
て
の
様
々
な
絵
画
作
品
に
、
こ
の
酩
酊
し
抱
き
合
う
男
女
の
イ
メ
ー
ジ
が
転
用
さ
れ
て
い
る
。

放
蕩
息
子
の
散
財
　
―
長
崎
版
画
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》と
西
洋
製
銅
版
画
と
の
関
連
を
中
心
に

塚
　
原
　
　
　
　
晃

一
、《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》特
異
な
オ
ラ
ン
ダ
人
宴
会
図 

　
江
戸
時
代
、
十
八
世
紀
半
ば
よ
り
長
崎
で
描
か
れ
刊
行
さ
れ
た
「
長
崎
版
画
」
は
、

こ
の
港
町
の
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
様
々
な
事
象
を
題
材
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
主

題
の
ひ
と
つ
に
、オ
ラ
ン
ダ
人
の
宴
会
風
景
が
あ
る
。
た
と
え
ば
《H

O
L

L
A

N
D

E
R

》

（
図
１
）の
よ
う
に
、
給
仕
の
少
年
が
運
ん
で
く
る
料
理
を
、
西
洋
人
の
男
性
た
ち

が
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
穏
や
か
に
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
描
く
も
の
で
あ

る
。
画
中
の
椅
子
の
背
も
た
れ
にV

O
C

、
つ
ま
り
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の

マ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
で
の
宴
会
風
景
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
料
理
は
、
た
と
え

ば
動
物
の
頭
を
材
料
に
し
た
も
の
な

ど
、
日
本
人
に
は
見
慣
れ
な
い
も
の

が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
食
器
に
つ
い
て

も
、
理
髪
店
の
髭
剃
り
を
思
わ
せ
る

ナ
イ
フ
や
、
潮
干
狩
り
の
熊
手
の
よ

う
に
歯
先
が
弯
曲
し
た
フ
ォ
ー
ク
な

ど
、
実
際
と
は
異
な
る
洋
食
器
が
描

か
れ
る
の
も
長
崎
版
画
の
特
色
と
言

え
る
。

図１　《HOLLANDER》神戸市立博物館蔵
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長
崎
版
画
の
宴
会
風
景
に
は
、
日
本
人
で
も
西
洋
人
で
も
な
い
、
給
仕
の
少
年

が
よ
く
描
か
れ
る
。
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
船
の
航
路
・
寄
港
地
と
な
っ
て
い
た
ア
フ
リ

カ
ま
た
は
ア
ジ
ア
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
少
年
た
ち
の
姿
が
反
映
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
作
品
に
よ
っ
て
は
、
西
洋
人
女
性
の
姿
が
描
か
れ
る
場
合
が
あ
る
。

も
っ
と
も
、
実
際
の
長
崎
出
島
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
女
性
の
滞
在
は
禁
止
さ
れ
て
い

た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
基
本
的
に
は
絵
空
事
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
た
だ
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
長
崎
丸
山
の
日
本
人
の
遊
女
は
出
島
オ
ラ
ン

ダ
商
館
へ
の
出
入
り
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
女
た
ち
が
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
と
宴

会
を
と
も
に
す
る
様
子
を
描
く
も
の
が
、
特
に
肉
筆
作
品
を
中
心
に
認
め
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
の
考
察
対
象
と
な
る
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図

（
一
）

》（
口
絵
１
）
も
、
オ
ラ
ン

ダ
人
の
宴
会
風
景
を
描
く
も
の
と
し
て
他
の
長
崎
版
画
と
一
見
共
通
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
こ
の
版
画
に
は
、
紫
や
褐
色
に
よ
る
彩
色
が
、
か
な
り
大
胆
な
筆

使
い
で
施
さ
れ
て
い
る
が
、
輪
郭
線
の
内
側
か
ら
は
み
出
る
こ
と
が
少
な
い
。
こ
れ

は
、
輪
郭
線
の
部
分
を
木
版
で
摺
り
上
げ
た
あ
と
、
型
紙
を
あ
て
て
筆
で
彩
色
を

加
え
る
、「
合
羽
摺
」
と
呼
ば
れ
る
、
長
崎
版
画
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
技
法
で
あ
る
。

そ
の
食
卓
の
様
子
も
、
既
述
の
オ
ラ
ン
ダ
人
宴
会
図
と
大
差
は
な
く
、
例
の
髭
剃

り
の
よ
う
な
ナ
イ
フ
と
、熊
手
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ク
も
置
か
れ
て
い
る
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
な
い
で
立
ち
の
給
仕
の
少
年
も
、
他
の
長
崎
版
画
と
同
じ
よ
う
に
、
新
し
い
料

理
を
運
ぶ
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
こ
の
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
で
異
様
な
の
は
、
淫
ら
に
抱
き
合
お
う

と
す
る
一
組
の
男
女
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
図
２
）。
女
性
は
右
手

で
グ
ラ
ス
を
高
く
掲
げ
、
左
手
で
男
性
の
顎
を
弄
ん
で
い
る
。
男
性
は
大
胆
に
体

を
よ
せ
、
肩
に
手
を
か
け
、
彼
女
を
抱
き
寄
せ
、
そ
の
胸
に
左
手
を
添
え
よ
う
と

図２　《阿蘭陀人康楽之図》（口絵１）部分



－ 3－

放
蕩
息
子
の
散
財
　
―
長
崎
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画
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
と
西
洋
製
銅
版
画
と
の
関
連
を
中
心
に

し
て
い
る
。
男
性
の
足
元
に
は
空
瓶
が
無
造
作
に
転
が
っ
て
お
り
、
彼
は
相
手
の
女

性
と
も
ど
も
に
泥
酔
し
て
我
を
失
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
テ
ー
ブ
ル
の
左
側
に
座

す
別
の
一
組
の
男
女
は
、
こ
の
は
し
た
な
い
状
況
を
楽
し
げ
に
見
守
る
風
情
で
あ
る
。

　
他
の
長
崎
版
画
と
同
様
に
、画
中
に
描
か
れ
る
椅
子
の
背
も
た
れ
に
、VO

C

マ
ー

ク
が
見
ら
れ
る
の
で
、
表
向
き
は
長
崎
出
島
商
館
内
の
宴
会
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
が
、
実
際
に
は
有
り
得
な
い
西
洋
人
女
性
の
姿
が
二
人
描
か
れ
、一
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
泥
酔
の
あ
ま
り
完
全
に
ハ
メ
を
外
そ
う
と
し
て
い
る
。
春
画
以
外
の
近
世
日

本
の
版
画
作
品
、
特
に
長
崎
版
画
に
お
い
て
、
こ
こ
ま
で
あ
か
ら
さ
ま
に
男
女
の

抱
擁
を
描
く
例
は
他
に
な
い
。
そ
の
意
味
で
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
は
、
長
崎
版

画
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。

　
他
の
長
崎
版
画
の
大
多
数
と
は
異
な
り
、《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
に
関
し
て
は
、

そ
の
特
異
な
図
様
が
何
ら
か
の
西
洋
版
画
に
基
づ
く
も
の
と
推
測
さ
れ
て
き
た

（
二
）

。

本
稿
は
そ
の
原
図
と
推
測
さ
れ
る
西
洋
製
版
画
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
十
八
世

紀
後
期
か
ら
十
九
世
紀
前
期
に
か
け
て
世
界
的
な
広
ま
り
と
変
容
を
み
せ
た
、
あ

る
特
定
図
像
の
系
列
に
こ
の
長
崎
版
画
が
属
す
る
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》と
イ
ギ
リ
ス
製
銅
版
画

　
は
じ
め
に
、《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
と
図
像
的
に
類
似
性
が
極
め
て
強
く
、
直

接
的
な
影
響
関
係
を
窺
わ
せ
る
イ
ギ
リ
ス
製
銅
版
画
（
メ
ゾ
チ
ン
ト
）
を
紹
介
す
る

（
口
絵
２
）。
下
部
余
白
部
中
列
に
「W

om
en &

 W
ine

」、
つ
ま
り
「
女
た
ち
と
ワ
イ

図３　《女たちとワイン》（口絵２）部分
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ン
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
見
ら
れ
る
。
製
版
者
と
し
て
ト
ー
マ
ス
・
リ
リ
ー
、
出
版

者
と
し
て
ジ
ョ
ン
・
バ
ウ
ル
ス
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
イ
エ
ー

ル
大
学
英
国
美
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、
お
よ
び
大
英
博
物
館
で
の
所
蔵
が
確
認
さ
れ

て
い
る
（
三
）。
製
版
時
期
は
一
七
五
〇
年
代
と
推
測
さ
れ
る

（
四
）

。

　《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》
と
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
の
図
像
上
の
子
細
を
比
較
す
る
。

前
者
に
お
い
て
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
い
る
の
は
、
男
性
一
人
、
女
性
三
人
だ
が
、
後

者
で
は
男
性
二
人
・
女
性
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
テ
ー
ブ
ル
の
左
側
に
座
っ

て
い
る
二
人
の
人
物
が
、
前
者
の
イ
ギ
リ
ス
製
銅
版
画
で
は
手
前
の
人
物
が
女
性

だ
っ
た
の
が
、
後
者
の
長
崎
版
画
で
は
男
性
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
二
人
の
基
本
的
な
ポ
ー
ズ
自
体
は
極
め
て
類
似
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
後

者
に
お
い
て
淫
ら
に
抱
き
合
お
う
と
し
て
い
る
男
女
に
関
し
て
は
、
そ
の
衣
装
や

顔
の
向
き
な
ど
細
部
で
異
な
る
部
分
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
両
者
は
ほ
と
ん
ど
同

一
の
ポ
ー
ズ
と
み
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
（
図
３
）。

　
テ
ー
ブ
ル
上
に
置
か
れ
た
食
べ
物
に
つ
い
て
は
、大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。《
阿

蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
で
は
、
具
体
的
な
料
理
の
種
類
は
識
別
で
き
な
い
が
、
ナ
イ
フ

と
フ
ォ
ー
ク
、
ス
プ
ー
ン
で
い
た
だ
く
、
ま
と
も
な
料
理
と
し
て
の
体
裁
を
示
し
て

い
る
。
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
製
銅
版
画
《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》
で
は
、
皿
に
も
ら
れ
た

果
物
（
イ
チ
ジ
ク
か
洋
梨
）
と
、
ナ
イ
フ
程
度
し
か
置
か
れ
て
い
な
い
。

　《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
で
は
、
画
面
右
側
に
描
か
れ
て
い
る
も
う
一
台
の
テ
ー

ブ
ル
の
前
を
、
給
仕
の
少
年
が
新
し
い
料
理
を
運
ん
で
き
て
い
る
が
、《
女
た
ち
と

ワ
イ
ン
》
で
は
テ
ー
ブ
ル
の
形
自
体
は
同
じ
だ
が
、
給
仕
の
少
年
で
は
な
く
、
か
わ

り
に
や
や
高
齢
の
女
性
が
左
方
の
酒
宴
を
一
瞥
し
な
が
ら
、
散
乱
し
た
テ
ー
ブ
ル

を
片
付
け
て
い
る
。
こ
の
酒
宴
を
始
め
る
前
に
こ
の
四
人
は
こ
の
テ
ー
ブ
ル
で
ゲ
ー

ム
に
興
じ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
一
種
の
賭
け
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
で
は
、
彼
ら
の
宴
会
の
背
景
は
、
ま
っ
た
く
の
空
白
に
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
、《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》
で
は
か
な
り
明
瞭
に
こ
の
宴
会
場
の

背
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
左
の
方
に
は
隣
の
室
内
が
見
え
て
い
て
、
ベ
ッ
ド
ら

し
き
も
の
が
置
か
れ
て
お
り
、
こ
の
酒
宴
が
男
女
四
人
で
飲
食
を
楽
し
む
だ
け
の

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。

　《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》
の
下
方
余
白
に
は
、
中
央
の
列
に
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
出
版

者
の
名
前
、
そ
の
両
側
の
列
に
は
、
六
行
か
ら
な
る
詩
文

（
五
）

が
記
さ
れ
て
い
る
。
最

初
の
三
行
は
難
解
で
、
正
確
な
文
意
は
未
詳
だ
が
、
テ
ー
ブ
ル
右
端
の
男
性
を
、

金
持
ち
だ
が
頭
は
空
っ
ぽ
と
揶
揄
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
半
の
三
行
で
「
そ

の
空
っ
ぽ
の
頭
と
同
じ
く
、
彼
は
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
ま
で
空
っ
ぽ
に
し
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。
床
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
瓶
は
、
出
せ
る
も
の
が
何
も
な
く
な
っ
た
と
き

の
彼
の
運
命
を
示
し
て
い
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
詩
文
の
内
容
と
あ
わ
せ
て《
女

た
ち
と
ワ
イ
ン
》
の
図
像
を
解
釈
す
る
な
ら
、
こ
こ
に
い
る
女
性
三
人
は
み
な
娼
婦

で
あ
り
、
こ
の
泥
酔
し
た
金
持
ち
の
男
性
に
快
楽
を
貪
り
尽
く
さ
せ
、
そ
の
代
償

と
し
て
彼
の
有
り
金
す
べ
て
を
奪
い
取
ろ
う
と
い
う
魂
胆
な
の
で
あ
る
。
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放
蕩
息
子
の
散
財
　
―
長
崎
版
画
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
と
西
洋
製
銅
版
画
と
の
関
連
を
中
心
に

三
、
放
蕩
息
子
の
イ
メ
ー
ジ

　
悪
意
に
満
ち
た
酒
宴
を
描
く
《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》
だ
が
、
そ
の
本
来
の
主
題
は

何
だ
っ
た
の
か
。
結
論
か
ら
言
う
と
そ
れ
は
、
新
約
聖
書
の
う
ち
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
言
行
を
伝
え
る
「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
第
十
五
章
に
収
め
ら
れ
た
所
謂
「
放

蕩
息
子
の
た
と
え
話
」の
一
場
面
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
西
洋
絵
画
で
「
放
蕩
息
子
」

を
主
題
と
す
る
絵
画
作
品
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
の
《
放
蕩
息
子
の
帰
還
》（
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
蔵
）
や
《
放
蕩
息
子
に
扮

し
た
自
画
像
》（
ド
レ
ス
デ
ン
国
立
絵
画
館
蔵
）
な
ど
が
著
名
で
、
後
者
は
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
自
身
が
扮
す
る
酔
っ
払
っ
た
男
が
、
そ
の
妻
サ
ス
キ
ア
を
モ
デ
ル
に
し
た
と

さ
れ
る
娼
婦
を
膝
に
抱
え
て
、
遊
び
呆
け
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
い
わ
ば
、
本

稿
で
考
察
す
る
「
放
蕩
息
子
の
散
財

（
六
）

」の
場
面
に
あ
た
る
。

　
時
代
は
降
り
、
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
、
こ
の
主
題
が
六
点
組
の
作
品
と
し

て
描
か
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
あ
る
。
一
七
九
三
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ

た
《
放
蕩
息
子 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
第
一
五
章
》（
大
英
博
物
館
蔵
、
所
蔵
番
号

1992,0620.3.19

）
は
、
六
つ
の
場
面
を
一
枚
に
収
め
た
エ
ッ
チ
ン
グ
で
、
左
上
か
ら

順
に
、
放
蕩
息
子
が
自
分
の
父
親
に
財
産
の
生
前
贈
与
を
求
め
る
「R

eceives his 

P
atrim

ony 

（
生
前
贈
与
）」、
も
ら
っ
た
財
産
を
金
に
替
え
て
、
遠
い
国
に
旅
立
と

う
と
す
る
「T

aking L
eave

（
旅
立
ち
）」、
娼
婦
た
ち
と
と
も
に
放
蕩
の
限
り
を
尽

く
し
て
、
そ
の
財
産
を
遣
い
果
た
す
「In E

xcess

（
散
財
）」、
一
文
無
し
に
な
っ
て

食
べ
る
に
も
困
り
、
豚
の
世
話
を
す
る
は
め
に
な
っ
た
「In M

isery

（
困
窮
）」、
自

図４　《放蕩息子の散財（無題）》イエール大学英国美術研究センター蔵
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分
は
息
子
と
し
て
の
資
格
が
な
い
こ
と
を
悟
り
、
父
に
懺
悔
し
て
そ
の
雇
い
人
に

な
ろ
う
と
家
に
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
父
親
か
ら
暖
か
く
迎
え
ら
れ
る
「R

eturns 

R
eclaim

ed
（
帰
還
）」、
そ
し
て
、
戻
っ
て
き
た
息
子
を
囲
ん
で
、
祝
宴
が
行
わ
れ

る
「F

easted on his R
eturn

（
祝
宴
）」の
各
図
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
特

に
注
目
す
べ
き
は
「In E

xcess

」、
邦
訳
と
し
て
は
「
放
蕩
息
子
の
散
財
」
と
呼
ぶ
べ

き
場
面
で
、
既
述
の
《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》
と
ほ
ぼ
同
図
柄
の
宴
会
風
景
と
な
っ
て

い
る
。

　《
放
蕩
息
子 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
第
十
五
章
》
は
何
ら
か
の
シ
リ
ー
ズ
物
の
絵

画
作
品
に
基
づ
い
た
カ
タ
ロ
グ
的
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
一
七
六
〇
年

代
に
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
セ
ル
の
製
版
・
ロ
バ
ー
ト
・
セ
イ
ヤ
ー
の
出
版
で
、
こ

れ
と
同
図
柄
の
メ
ゾ
チ
ン
ト
の
六
枚
シ
リ
ー
ズ
が
ロ
ン
ド
ン
で
制
作
さ
れ
て
い
る

（
七
）

。

　
既
述
の
《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》
と
比
較
す
る
と
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
セ
ル
版
と

さ
れ
る
《
放
蕩
息
子
の
散
財
（
無
題
）》（
図
４
）
と
構
図
が
左
右
逆
に
な
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
放
蕩
息
子
の
六
つ
の
場
面
の
中
で
、
最
も
目
を
引
く
「
散
財
」の
場
面
を
、

独
立
し
た
版
画
と
し
て
仕
立
て
な
お
し
た
も
の
が
《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》
だ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
銅
版
画
の
製
版
年
代
は
一
七
五
〇
年
代
と
想
定
さ

れ
る
た
め
、
製
版
者
の
ト
ー
マ
ス
・
リ
リ
ー
は
、
一
七
六
〇
年
代
に
制
作
の
リ
チ
ャ
ー

ド
・
パ
ー
セ
ル
版
で
は
な
く
、
こ
れ
に
先
行
す
る
、
こ
の
図
様
の
放
蕩
息
子
シ
リ
ー

ズ
の
初
発
作
品
の
一
図
を
模
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
セ
ル
版
の
放
蕩
息
子
シ
リ
ー
ズ
で
、
大
英
博
物
館
の
「
生
前

贈
与
」「
旅
立
ち
」「
困
窮
」「
祝
宴
」の
余
白
部
分
に
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
や
製
版

者
名
な
ど
と
と
も
に
、
左
下
隅
に
「'L

e C
lare pinx.t

」つ
ま
り
「
ル
ク
レ
ー
ル
が
原

画
を
描
い
た
」
と
い
う
旨
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
所
蔵
先
の
大
英
博
物
館
の
ウ
ェ
ブ
・

ア
ー
カ
イ
ブ
で
原
画
者
と
し
て
明
示

（
八
）

し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
「
ル
ク
レ
ー
ル
」
と

は
、
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
王
立
ア
カ
デ
ミ
ー
の
画
家
・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
ル
ク
レ
ー

ル
（
子
、
一
六
七
六
～
一
七
六
三
）
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
一
七
五
一
年
に
放
蕩
息
子

シ
リ
ー
ズ
を
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の
銅
版
画
と
し
て
刊
行
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

《L
'enfant prodigue exigeant sa l égitim

e

（
生
前
贈
与
を
求
め
る
放
蕩
息
子
）》

と
《L

e D
épart de l'E

nfant prodigue

（
放
蕩
息
子
の
旅
立
ち
）》（
フ
ラ
ン
ス
国
立

図
書
館
蔵
）
が
明
確
な
現
存
例
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
図
様
は
既
述
の

リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
セ
ル
版
の
《T

he P
rodigal S

on R
eceives his P

atrim
ony

》《 

T
he P

rodigal S
on T

aking L
eave

》
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
七
六
〇
年

代
に
リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
セ
ル
に
よ
っ
て
製
版
さ
れ
た
メ
ゾ
チ
ン
ト
六
枚
組
は
、
セ

バ
ス
チ
ア
ン
・
ル
ク
レ
ー
ル
（
子
）
に
よ
る
と
さ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
模
倣
作
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
ル
ク
レ
ー
ル
版
「
放
蕩
息
子
」
は
、
六
枚
揃
い
の
現
存
例
が
確
認

さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
「
散
財
」の
場
面
は
、
管
見
の
限
り
で
主
要
美
術
館
の
所
蔵

例
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が

（
九
）

、「
生
前
贈
与
」「
旅
立
ち
」
以
外
の
場
面
に
つ
い
て
も
、

一
七
六
〇
年
代
に
制
作
さ
れ
る
パ
ー
セ
ル
版
「
放
蕩
息
子
」
と
同
一
の
図
様
だ
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
ト
ー
マ
ス
・
リ
リ
ー
に
よ
る
《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》

に
つ
い
て
は
、
パ
ー
セ
ル
版
よ
り
も
や
や
早
い
一
七
五
〇
年
代
に
製
版
時
期
が
想
定
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放
蕩
息
子
の
散
財
　
―
長
崎
版
画
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
と
西
洋
製
銅
版
画
と
の
関
連
を
中
心
に

さ
れ
る
の
で
、
ル
ク
レ
ー
ル
版
か
ら
反
転
模
製
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
当
時
オ
ラ
ン
ダ
船
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
西
洋
製
銅
版
画
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
製
、

フ
ラ
ン
ス
製
と
も
に
混
在
し
て
お
り
、
こ
れ
に
触
発
さ
れ
て
制
作
さ
れ
た
洋
風
画

の
作
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（
一
〇
）。

長
崎
版
画
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
の
も
と
と
な
っ

た
の
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
そ
の
模
倣
版
と
も
い
う
べ
き
、
イ
ギ
リ
ス
製
の
メ
ゾ
チ
ン
ト
だ
っ
た
の
か
、

現
時
点
で
は
断
定
は
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
言
え
る
こ
と
は
、
十
八
世
紀
の
当

世
風
風
俗
画
と
し
て 

フ
ラ
ン
ス
で
描
か
れ
た
「
放
蕩
息
子
」
を
源
泉
と
す
る
イ
メ
ー

ジ
は
、
遠
く
日
本
に
ま
で
到
達
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ

の
図
様
を
「
ル
ク
レ
ー
ル
型
放
蕩
息
子
」の
呼
称
で
定
義
づ
け
、
そ
の
広
ま
り
と
変

容
ぶ
り
を
次
に
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
ル
ク
レ
ー
ル
型
放
蕩
息
子　
転
用
と
変
容

　
こ
の
「
ル
ク
レ
ー
ル
型
放
蕩
息
子
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
ば
か
り
で
は
な
く
、
他
の
地

域
や
国
で
も
そ
の
図
様
が
転
用
さ
れ
様
々
な
変
容
を
遂
げ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
で
活
動
し
た
銅
版
画
家
・
ヨ
ハ
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
ハ
イ

ド
（
一
七
〇
四
～
一
七
六
七
）、
お
よ
び
息
子
で
あ
る
ヨ
ハ
ン
・
エ
リ
ア
ス
・
ハ
イ
ド

（
一
七
三
九
～
一
八
〇
九
）
に
よ
る
《
放
蕩
息
子
の
堕
落
し
た
生
活
》
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
銅
版
画
（
図
５
）
が
あ
る
。
構
図
や
人
物
の
ポ
ー
ズ
は
ル
ク
レ
ー
ル
型
の
「
放

蕩
息
子
の
散
財
」の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
女
性
た
ち
の
髪
型
が
、
い
わ
ゆ
る

マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
風
と
も
言
う
べ
き
、
高
く
盛
り
あ
げ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ル
フ
ト
で
は
、
ル
ク
レ
ー
ル
型
放
蕩
息
子
の
図
様
を
絵
付
け
に

し
た
陶
磁
器
（
図
６
・
７
）
が
生
産
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
制
作
は
一
七
五
一
年
か
ら

一
七
七
五
年
ご
ろ
の
間
と
考
え
ら
れ
る

（
一
一
）。

実
際
の
皿
の
形
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
本

来
横
長
だ
っ
た
ル
ク
レ
ー
ル
型
「
放
蕩
息
子
の
散
財
」の
画
面
の
う
ち
左
側
の
カ
ー

ド
テ
ー
ブ
ル
と
高
齢
の
女
性
は
省
略
さ
れ
、
放
蕩
息
子
と
三
人
の
娼
婦
の
部
分
の

み
が
描
か
れ
て
い
る
。

図５　《放蕩息子の堕落した生活》

　　　イエール大学英国美術研究センター蔵
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ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
と
デ
ル
フ
ト
で
転
用
・
再
生
産
さ
れ
た
ル
ク
レ
ー
ル
型
放
蕩

息
子
の
図
像
は
「
散
財
」の
み
で
は
な
く
、
他
の
場
面
の
図
柄
に
つ
い
て
も
制
作
さ

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き

（
一
二
）、

欧
州
で
は
シ
リ
ー
ズ
物
と
し
て
の
ル
ク
レ
ー
ル
型
放
蕩
息

子
の
図
像
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ふ
た
た
び
考
察
の
焦
点
を
日
本
に
戻
そ
う
。
長
崎
版
画
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》

と
そ
の
原
図
た
る
ル
ク
レ
ー
ル
型
「
放
蕩
息
子
の
散
財
」
と
の
関
連
性
は
先
述
の
と

お
り
だ
が
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
女
性
を
三
人
か
ら
二
人
に
減
ら
し
た
り
、
背
景
か

ら
寝
室
が
消
去
さ
れ
る
な
ど
、
原
図
の
淫
靡
な
雰
囲
気
（
そ
れ
は
姦
淫
を
戒
め
る

キ
リ
ス
ト
教
の
訓
戒
的
性
質
と
表
裏
一
体
な
の
だ
が
）
が
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》

で
は
希
釈
さ
れ
、
風
変
わ
り
な
西
洋
人
宴
会
図
と
し
て
仕
立
て
直
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
日
本
で
は
少
な
く
と
も
三
件
の
類
似
作
品
が
制
作
さ
れ
て
い
る
が
、

本
図
は
そ
の
起
点
と
も
言
う
べ
き
位
置
を
占
め
て
い
る
。

　
ル
ク
レ
ー
ル
型
放
蕩
息
子
の
他
の
場
面
か
ら
影
響
さ
れ
た
と
思
し
き
長
崎
版
画

は
管
見
の
限
り
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
だ
け
で
は
断
定
は
で
き
な
い
が
、

ル
ク
レ
ー
ル
型
放
蕩
息
子
を
描
く
版
画
で
、
日
本
に
舶
来
し
て
い
た
の
は
「
散
財
」

の
図
だ
け
と
い
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
於
い
て
こ
の
図
が
放
蕩
息
子

と
い
う
本
来
の
主
題
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》
と
い
う
独
立
し
た

版
画
作
品
に
仕
立
て
ら
れ
た
の
と
同
様
に
、
男
女
が
抱
き
合
お
う
と
す
る
瞬
間
を

描
く
こ
の
図
像
は
、
次
に
取
り
上
げ
る
い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
、
日
本
で
も
相
当

な
関
心
と
注
目
を
集
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

図 6・７

《放蕩息子図皿》アムステルダム国立美術館蔵
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放
蕩
息
子
の
散
財
　
―
長
崎
版
画
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
と
西
洋
製
銅
版
画
と
の
関
連
を
中
心
に

　
数
あ
る
長
崎
版
画
の
中
で
、
こ
の
よ
う

に
あ
か
ら
さ
ま
に
特
定
の
西
洋
版
画
と
の

影
響
関
係
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
は
極
め
て

珍
し
い
事
例
で
あ
る
。《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之

図
》
は
、
少
な
く
と
も
二
種
類
の
異
版
の
存

在
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（
一
三
）。

長
崎
版
画
で
こ

の
よ
う
に
異
版
が
確
認
さ
れ
る
例
は
珍
し

く
な
い
が
、
こ
の
図
像
の
版
画
が
そ
れ
な
り

に
需
要
が
あ
っ
た
証
と
見
る
こ
と
は
で
き
る
。

し
か
も
、
本
図
に
明
ら
か
に
触
発
さ
れ
た

肉
筆
作
品
二
件
の
存
在
が
、
近
年
の
研
究

に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
一
四
）。

　《
唐
蘭
風
俗
図
屏
風
》（
六
曲
一
双
、
図
８
は
そ
の
左
隻
、
福
岡
市
博
物
館
蔵
）
は
、

左
隻
に
オ
ラ
ン
ダ
人
、
右
隻
に
中
国
人
風
俗
を
描
く
。
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
風
俗
図

の
左
端
に
描
か
れ
た
宴
会
の
場
面
に
、《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
の
男
女
と
か
な
り

類
似
し
た
ポ
ー
ズ
を
と
る
二
人
組
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
９
）。
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む

人
数
が
四
人
か
ら
三
人
に
減
る
な
ど
、
男
女
の
ポ
ー
ズ
で
異
な
る
部
分
も
見
ら
れ

る
が
、
こ
の
宴
会
の
描
写
が
、《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
の
図
像
を
転
用
・
改
変
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
な
お
こ
の
屏
風
絵
の
作
者
に
つ
い
て
、
右
隻

の
右
端
に
「
谷
鵬
紫
溟
寫
」
と
い
う
款
記
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
号
を

図８　《唐蘭風俗図屏風》福岡市博物館蔵 

図９　《唐蘭風俗図屏風》部分
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使
っ
て
い
た
長
崎
版
画
の
有
力
な
板
元
の
ひ
と
つ
「
文
錦
堂
」の
二
代
目
・
松
尾
俊

平
だ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
一
五
）。

な
お
文
錦
堂
は
初
代
の
松
尾
齢
右
衛
門

が
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
ご
ろ
か
ら
長
崎
勝
山
町
で
創
業
し
た
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
以
前
か
ら
版
画
出
版
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
一
六
）。

板

元
を
明
記
し
な
い
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
の
制
作
に
関
し
て
は
、
十
八
世
紀
末
期

に
松
尾
齢
右
衛
門
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
留
保
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
作
品

は
《
蘭
人
食
事
之
図
》（
個
人
蔵
、
図
10
）
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
男
女
三
人
に
よ

る
宴
会
風
景
で
あ
り
、《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
に
み
ら
れ
る
「
放
蕩
息
子
の
散
財
」

の
図
像
が
改
変
の
う
え
転
用
さ
れ
て
い
る
点
は
、
既
述
の
《
唐
蘭
風
俗
図
屏
風
》
と

同
様
で
あ
る
。
仔
細
に
見
る
と（
図
11
）、《
蘭
人
食
事
之
図
》
の
ほ
う
が
、人
物
の
ポ
ー

ズ
や
テ
ー
ブ
ル
上
の
料
理
の
内
容
が
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
に
よ
り
近
い
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
作
品
の
筆
者
に
つ
い
て
は
、
池
大
雅
に
師
事
し
た
文
人
・
佐
竹
噲
々

（
一
七
三
八
～
一
七
九
〇
）
と
さ
れ
て
い
る

（
一
七
）。

噲
々
は
、
京
都
安
井
門
前
通
東
下
河
原

に
噲
々
堂
と
い
う
酒
店
を
営
み
、
売
酒
郎
と
も
号
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
も

し
本
図
の
筆
者
が
佐
竹
噲
々
で
あ
る
な
ら
ば
、
飲
酒
の
快
楽
と
そ
の
戒
め
を
主
題

と
す
る
「
放
蕩
息
子
の
散
財
」の
図
像
を
継
承
す
る
本
図
は
、
極
め
て
興
味
深
い
も

の
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
制
作
時
期
は
、
噲
々
の
没
年
・
寛
政
二
年
以
前
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
ま
た
《
蘭
人
食
事
之
図
》
の
画
面
上
方
に
記
さ
れ
た
賛
文
は
、
寛
政
二

年
に
日
本
に
漂
着
し
た
中
国
人
・
程
肯
堂
に
よ
る
と
い
う
説
も
あ
る

（
一
八
）。

　
以
上
二
件
の
作
品
と
の
関
連
か
ら
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。《
阿
蘭
陀
人
康
楽

之
図
》
の
画
者
・
板
元
は
、《
唐
蘭
風
俗
図
屏
風
》
を
描
い
た
松
尾
俊
平
、
も
し
く

は
そ
の
父
の
齢
右
衛
門
の
関
与
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
。《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
の

制
作
、
あ
る
い
は
そ
の
も
と
と
な
っ
た
図
像
の
成
立
は
寛
政
二
年
以
前
で
あ
る
可

図 10　《蘭人食事之図》個人蔵

図 11　《蘭人食事之図》部分
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放
蕩
息
子
の
散
財
　
―
長
崎
版
画
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
と
西
洋
製
銅
版
画
と
の
関
連
を
中
心
に

能
性
が
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
さ
ら
に
遡
る
時
期
に
、
そ
の
原
図
と
な
っ
た
ル
ク
レ
ー

ル
型
「
放
蕩
息
子
の
散
財
」
を
描
く
フ
ラ
ン
ス
製
も
し
く
は
イ
ギ
リ
ス
製
の
銅
版
画

が
日
本
に
舶
来
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
か
ら
派
生
し
た
肉
筆
作
品
が
存
在
す
る
こ

と
は
、
ル
ク
レ
ー
ル
型
「
放
蕩
息
子
の
散
財
」の
図
像
が
当
時
の
日
本
で
か
な
り
新

鮮
で
刺
激
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
新
し
い
作
品
と
し
て
再
生
産
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
も
言
え
る
。
そ
の
中
で
、
必
然
と
も
言
え
る
次
な
る

変
容
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
立
正
大
学
図
書
館
の
田
中
啓
爾
文
庫
に
《
長
崎
阿
蘭
陀
船 

出
島
絵
巻
》（
図
12
）

と
呼
ば
れ
る
、
十
九
世
紀
前
期
の
長
崎
出
島
の
様
子

（
一
九
）を

描
い
た
白
描
画
の
画
巻
が

あ
る
。
全
部
で
十
二
の
画
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
「
蛮
酋
飲
宴
図
」

と
内
題
が
記
さ
れ
た
一
図
が
あ
る
。
出
島
の
カ
ピ
タ
ン
部
屋
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の

商
館
員
た
ち
が
集
い
、
様
々
な
料
理
が
並
ん
だ
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、
大

宴
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
男
性
ば
か
り
で
は
な
く
、
彼
ら
の
相
手
を

す
る
丸
山
遊
郭
の
遊
女
や
禿
た
ち
も
こ
の
宴
に
多
数
加

わ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
宴
会
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
異
変
が
起
き
た
の
だ

ろ
う
、
こ
こ
に
集
ま
る
多
く
の
人
々
が
、
テ
ー
ブ
ル
の
左

側
に
視
線
を
向
け
注
目
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
あ
の

ル
ク
レ
ー
ル
型
「
放
蕩
息
子
の
散
財
」
に
登
場
す
る
、
淫

ら
に
抱
き
合
お
う
と
す
る
一
組
の
男
女
が
い
る
（
図
13
）。

女
性
は
左
手
で
グ
ラ
ス
を
高
く
掲
げ
、
右
手
で
男
性
の

顎
を
弄
ん
で
い
る
。
男
性
は
大
胆
に
体
を
よ
せ
、
肩
に

手
を
か
け
、
彼
女
を
抱
き
寄
せ
、
そ
の
胸
に
右
手
を
添

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ル
ク
レ
ー
ル
型
「
放
蕩

息
子
の
散
財
」
を
描
い
た
従
来
の
作
品
と
は
異
な
り
、
今

抱
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
女
性
は
西
洋
人
で
は
な
く
、

図 12　《長崎阿蘭陀船 出島絵巻》立正大学図書館田中啓爾文庫蔵

図 13　《長崎阿蘭陀船 出島絵巻》部分
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丸
山
の
遊
女
に
置
換
さ
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
船
に
乗
っ
て
は
る
ば
る
長
崎
に
到

来
し
た
放
蕩
息
子
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
に
変
身
し
て
日
本
人
遊
女
を
口
説
く
に

至
っ
た
、
な
ど
と
妄
想
を
巡
ら
し
た
く
な
る
光
景
で
あ
る
。

五
、
さ
い
ご
に

　
新
約
聖
書 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
の
「
放
蕩
息
子
の
た
と
え
話
」
を
、
十
八
世
紀

の
当
世
風
俗
を
か
ら
め
て
描
い
た
銅
版
画
シ
リ
ー
ズ
が
、
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の

技
法
で
一
七
五
一
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
制
作
さ
れ
た
。
ま
も
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
で
メ
ゾ

チ
ン
ト
と
し
て
そ
の
模
倣
版
が
、
ド
イ
ツ
で
は
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
版
が
制
作
さ
れ
、
オ

ラ
ン
ダ
の
デ
ル
フ
ト
で
陶
磁
器
の
絵
付
け
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
も
転
用
さ
れ
る
な

ど
、
ル
ク
レ
ー
ル
型
放
蕩
息
子
の
イ
メ
ー
ジ
は
広
範
囲
に
伝
播
し
て
い
っ
た
が
、
イ

ギ
リ
ス
に
於
い
て
は
《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》
と
題
し
て
別
立
て
の
メ
ゾ
チ
ン
ト
と
し

て
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
放
蕩
息
子
が
娼
婦
た
ち
と
酔
い
戯
れ
る
「
散
財
」の
図
が
特

に
人
気
を
得
、
独
立
し
た
版
画
作
品
と
し
て
再
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
十
八
世
紀
後
半
に
日
本
へ
輸
出
さ
れ
た
、
ル
ク
レ
ー
ル
型
放
蕩
息
子
シ
リ
ー
ズ

の
内
訳
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
散
財
」
を
描
く
版
画
が
、

長
崎
の
絵
師
た
ち
の
関
心
を
強
く
集
め
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
触
発
さ

れ
て
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
前
後
（
あ
る
い
は
寛
政
二
年
）
ま
で
に
長
崎
版
画

《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
が
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
を
模
し
て
肉
筆
画
が
描
か
れ

る
に
至
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
日
本
で
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
に
よ
る
た
と
え
話
と
し
て
の
訓
戒
的
性
質
が
伝
播
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

酔
っ
た
男
女
が
恥
じ
ら
い
も
な
く
抱
き
合
う
瞬
間
を
と
ら
え
た
図
像
は
拒
み
難
い

誘
惑
を
絵
師
や
鑑
賞
者
に
感
じ
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
現
時
点
で
は
、
西
洋
人
男
性

が
日
本
人
遊
女
に
抱
き
つ
く
図
像
の
存
在
ま
で
特
定
で
き
た
が
、
寛
政
年
間
以
降

の
浮
世
絵
版
画
な
ど
に
こ
の
影
響
が
及
ん
だ
可
能
性
も
想
定
さ
れ
、
今
後
の
調
査

研
究
に
期
し
た
い
。

一�　

板
元
無
記
の
長
崎
版
画
。
紙
本
木
版
に
合
羽
摺 

本
紙
法
量
二
十
二
・
二
×
三
一
・
九
セ

ン
チ 

「A
fteeken van vloolijkhijd der H

ollanderd

」
と
上
部
に
記
す
。
神
戸
市
立
博

物
館
蔵
（
十
一
章
ー
並
六
十
一
）。

二�　

『
長
崎
版
画
と
異
国
の
面
影
』
図
録
（
板
橋
区
立
美
術
館
発
行 2017

）の
一
六
五
頁
、

植
松
有
希
氏
に
よ
る
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
の
解
説
文
を
参
照
。

三�　

大
英
博
物
館
（2010,7081.1451

）
お
よ
び
イ
エ
ー
ル
大
学
英
国
美
術
研
究
セ
ン
タ
ー

（B
1970.3.891

）
所
蔵
の
《W

om
en &

 W
ine

（
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
）》
は
、
両
所
蔵
館

の
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
高
精
細
画
像
を
見
る
限
り
で
は
、
双
方
と
も
同
一
版
か
ら

の
刷
り
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
エ
ー
ル
大
学
英
国
美
術
研
究
セ
ン
タ
ー

のC
ollection O

nline

で
の
当
該
作
品
の
情
報
（https://collections.britishart.yale.

edu/catalog/tm
s:22978

）に
よ
る
と
、
本
紙
法
量
は
二
十
七
・
八 

× 

三
十
八
・
一
セ
ン
チ
、

プ
レ
ー
ト
マ
ー
ク
は
二
十
五
・
一 

× 

三
十
五
・
二
セ
ン
チ
。
大
英
博
物
館
のC

ollection

の
当
該
作
品
情
報
（https://w

w
w

.britishm
useum

.org/collection/object/P
_2010-

7081-1451

）
で
は
法
量
を
二
五
〇
×
二
五
三
ミ
リ
と
し
て
い
る
が
、
プ
レ
ー
ト
マ
ー
ク

を
境
に
さ
れ
て
い
る
本
紙
法
量
で
、
イ
エ
ー
ル
大
学
本
の
プ
レ
ー
ト
マ
ー
ク
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
。
両
本
と
も
に
下
部
余
白
部
中
列
に
「P

rinted for John B
ow

les 

（
抹
消
跡
）, 

at the B
lack H

orse in C
ornhil.

」、
下
部
余
白
右
端
に
「T

. R
yley F

ecit

」
と
、
出
版
者
・

製
版
者
名
の
記
載
が
あ
る
。
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放
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息
子
の
散
財
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長
崎
版
画
《
阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
と
西
洋
製
銅
版
画
と
の
関
連
を
中
心
に

四�　

前
掲
（
三
）
の
両
所
蔵
館
の
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
お
い
て
、《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》

の
制
作
年
代
に
関
す
る
見
解
は
相
違
が
あ
る
。
イ
エ
ー
ル
大
学
英
国
美
術
研
究
セ
ン
タ
ー

は
一
七
四
九
年
頃
、
大
英
博
物
館
は
一
七
六
〇
年
代
頃
と
し
て
い
る
。《
女
た
ち
と
ワ
イ

ン
》
は
、
後
述
す
る
そ
の
原
図
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
出
版
が
一
七
五
一
年
で
あ
る
の
で
、
前
者

の
説
は
不
適
切
で
あ
る
。
前
掲
（
三
）
で
触
れ
た
よ
う
に
、
下
部
余
白
の
出
版
者
（
ジ
ョ

ン
・
バ
ウ
ル
ス
）
記
載
に
抹
消
痕
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
本
来
は
「&

 S
on

」の
文
字

が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
・
バ
ウ
ル
ス
は
一
七
五
二
年
か
翌
年
に
自
分
の
息
子

を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
七
六
三
年
か
翌
年
ま
で
の
約
十
年
間
に
「John 

B
ow

les &
 S

on

」の
名
義
で
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
は
「&

 S
on

」
を
外
し
て
事

業
を
継
続
し
た
と
い
う
。
ま
た
製
版
者
ト
ー
マ
ス
・
リ
リ
ー
の
活
動
時
期
が
一
七
四
四

年
か
ら
一
七
五
四
年
で
あ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
本
図
は
一
七
五
二
年
か
ら

一
七
五
四
年
ま
で
に
は
製
版
さ
れ
て
い
た
が
、
一
七
六
三
年
か
翌
年
以
降
に
そ
の
原
版
の

「&
 S

on

」
の
文
字
部
分
を
潰
し
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
が
、
現
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
（
本
図
の
出
版
者
・
製
版
者
の
伝
記
情
報
に
つ
い
て
は
大
英
博
物
館
の https://w

w
w

.

britishm
useum

.org/collection/object/P
_2010-7081-1451

、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た John 

C
haloner S

m
ith “

B
ritish m

essotinto portraits” H
. S

outheran &
 co.[etc], L

ondon, 

1883, pp.1040

、
ま
た
はT

im
othy C

layton “
B

ow
les fam

ily” (O
xford D

ictionary of 

N
ational B

iography) 03 January 2008 V
ersion 

を
参
照
）。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本

稿
で
は
《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》
の
製
版
年
代
を
一
七
五
〇
年
代
と
し
て
い
る
が
、
現
存
す

る
二
枚
に
つ
い
て
は
一
七
六
〇
年
代
の
印
刷
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。

五�　

 

《
女
た
ち
と
ワ
イ
ン
》
下
部
余
白
に
記
さ
れ
て
い
る
詩
文
は
次
の
通
り
。

　

B
ehold the E

m
blem

 of a thoughtless R
ake

　

W
ith P

ocketts full, but w
ith an E

m
pty P

ate; 

　

M
ark all intent to B

ilky's A
m

'rous F
ool

　

A
nd m

ake his P
ocketts, em

pty as his S
cull: 

　

T
he em

pty B
ottles cast upon the F

loor. 

　

E
xplain his F

ate w
hen he can yeild no m

ore.

六�　

放
蕩
息
子
が
娼
婦
た
ち
と
酒
宴
を
と
も
に
す
る
場
面
に
つ
い
て
、
本
稿
で
取
り
上

げ
る
同
様
の
図
柄
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
「In E

xcess

（
度
が
過
ぎ
た
浪
費
）」「V

ie 

d ébauch ée de lenfant prodigue

（
堕
落
し
た
生
活
）」
な
ど
、
作
品
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち

の
呼
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
現
段
階
で
は
本
来
の
呼
称
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

か
確
定
は
困
難
な
の
で
、
本
稿
で
は
仮
称
と
し
て
「
放
蕩
息
子
の
散
財
」を
使
用
す
る
。

七�　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
セ
ル
製
版
・
ロ
バ
ー
ト
・
セ
イ
ヤ
ー
出
版
と
考
え
ら
れ
る
、
現

存
す
る
放
蕩
息
子
シ
リ
ー
ズ
は
次
の
よ
う
な
構
成
と
所
蔵
状
況
と
な
っ
て
い
る
。B

M

は
大
英
博
物
館
、Y

B

は
イ
エ
ー
ル
大
学
英
国
美
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
。

　
「R

eceives his P
atrim

ony

（
生
前
贈
与
）」B

M
(2010,7081.618)

　
「T

aking L
eave

（
旅
立
ち
）」B

M
(2010,7081.617), Y

B
(B

1970.3.1113)

　
「
無
題
（In E

xcess?

）（
散
財
）」B

M
(2010,7081.619), Y

B
(B

1970.3.891)

　
「In M

isery

（
困
窮
）」B

M
(2010,7081.620) 

　
「R

eturns R
eclaim

ed

（
帰
還
）」Y

B
(B

1970.3.1107) 

　
「F

easted on his R
eturn

（
祝
宴
）」B

M
(2010,7081.622)

　

�　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
セ
ル
版
「
放
蕩
息
子
」シ
リ
ー
ズ
は
六
枚
組
が
同
じ
保
存
状
態

で
現
存
し
て
お
ら
ず
、
大
英
博
物
館
の
「
生
前
贈
与
」「
旅
立
ち
」「
困
窮
」「
祝
宴
」に

つ
い
て
は
画
題
・
原
画
者
名
・
製
版
者
名
・
出
版
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
散
財
」

に
つ
い
て
は
こ
の
現
存
二
枚
が
同
じ
版
で
刷
ら
れ
た
も
の
か
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
ま

た
双
方
と
も
に
、
画
題
・
製
版
・
出
版
者
名
を
欠
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
イ
エ
ー
ル

大
学
英
国
美
術
研
究
セ
ン
タ
ー
は
所
蔵
す
る
「
散
財
」
に
つ
い
て
原
画
者
を
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
メ
ル
シ
エ
、
製
版
者
を
ジ
ョ
ン
・
フ
ェ
イ
バ
ー
（
子
）
と
す
る
説
を
と
っ
て
い
る
。

確
か
に
こ
の
「
散
財
」
に
は
下
方
余
白
に
そ
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ペ
ン
字
の
後

書
き
な
の
で
信
憑
性
に
乏
し
い
。
こ
の
よ
う
英
米
に
現
存
す
る
六
枚
組
放
蕩
息
子
シ

リ
ー
ズ
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
セ
ル
版
の
完
全
な
状
態
を
伝
え
る
も
の
と
は
言
え
な

い
が
、
そ
の
主
題
と
図
様
構
成
に
つ
い
て
は
、
大
英
博
物
館
所
蔵
の
《
放
蕩
息
子 

ル

カ
に
よ
る
福
音
書
第
十
五
章
》
と
同
様
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　
�　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
制
作
年
代
は
、
製
版
者
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
セ
ル
の
活
動
期

が
一
七
四
六
年
頃
か
ら
一
七
六
八
年
頃
で
あ
る
こ
と
、
出
版
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
セ
イ

ヤ
ー
が
当
該
版
画
に
明
記
の
「N

o. 53 in F
leet S

treet

」
に
移
っ
た
の
が
一
七
六
〇
年

以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
七
六
〇
年
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
本
図
の
出
版
者
・
製

版
者
の
伝
記
情
報
に
つ
い
て
は
大
英
博
物
館
の https://w

w
w

.britishm
useum

.org/

collection/object/P
_2010-7081-619 

を
参
照
、
ま
た
は
そ
の
典
拠
で
あ
るS

usanna 

F
isher “

S
ayer, R

obert” (O
xford D

ictionary of N
ational B

iography

）V
ersion 
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神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
　
第
38
号

03 January 2008

、
ま
た
は
、
註
４
のJohn C

haloner S
m

ith

の
文
献pp. 1008 

を

参
照
）。

八�　

前
掲
（
六
）で
挙
げ
た
大
英
博
物
館
所
蔵
分
の
版
画
に
つ
い
て
、
同
館
の
デ
ジ
タ
ル
・

ア
ー
カ
イ
ブ
（https://w

w
w

.britishm
useum

.org/collection

）
は
い
ず
れ
も
そ
の
原
画

者
に
つ
い
て
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
ル
ク
レ
ー
ル
（
子
）
と
し
て
い
る
。

九�　

た
だ
し
、
中
国
系
の
某
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
で
、
既
述
の
《
放
蕩
息
子
の
散
財
（
無

題
）》
と
ほ
と
ん
ど
同
一
の
図
像
で
、
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
ル
ク
レ
ー
ル
画
と
称
す
る
、
フ

ラ
ン
ス
語
画
題
つ
き
の
銅
版
画
が
出
品
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
筆
者
は
目
撃
し
て
い
る

（
二
〇
二
一
年
六
月
）。
画
題
は
「V

ie débauchée de lenfant prodigue

（
放
蕩
息
子
の

堕
落
し
た
生
活
）」で
あ
っ
た
。

一�

〇　

十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
日
本
の
洋
風
画
に
影
響
を
与
え
た
イ
ギ

リ
ス
製
銅
版
画
（
特
に
メ
ゾ
チ
ン
ト
）
に
関
し
て
は
、
塚
原
晃
「
メ
ゾ
チ
ン
ト
と
洋
風

画 

―
石
川
大
浪
筆
『
紅
毛
婦
女
図
』
と
そ
の
原
図
を
中
心
に
」（『
國
華
』
第
一
四
九
八
号
、

二
〇
二
〇
）
を
参
照
。
フ
ラ
ン
ス
製
銅
版
画
に
つ
い
て
は
、
主
に
亜
欧
堂
田
善
の
銅
版

画
に
そ
の
影
響
の
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
坂
本
篤
史
「
亜
欧
堂
田
善
の
銅
版
画

受
容
の
手
法
と
特
色
―
《
ゼ
ル
マ
ニ
ヤ
廓
中
之
図
》《
素
描（
洋
人
）》
を
中
心
に
」（『D

N
P

文
化
振
興
財
団
学
術
研
究
助
成
紀
要
』
三
、二
〇
二
〇
）、
松
浦
靖
也
「
亜
欧
堂
田
善
の

銅
版
画
に
関
す
る
諸
考
察
―
「
佃
浦
風
景
」、「
ゼ
ル
マ
ニ
ヤ
廓
中
之
図
」
を
中
心
に
―
」

（『
日
本
近
世
美
術
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
二
〇
）
を
参
照
。

一�

一　

こ
の
二
件
の
陶
磁
器
の
制
作
時
期
に
関
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
の

ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
「R

ijksstudio

」
は
、
一
七
四
〇
年
頃
ま
た
は
一
七
五
〇
年
頃
か

ら
一
七
七
五
年
頃
と
し
て
い
る
が
、
既
述
の
ル
ク
レ
ー
ル
の
放
蕩
息
子
シ
リ
ー
ズ
の
刊

行
年
は
一
七
五
一
年
な
の
で
、
そ
れ
以
降
の
制
作
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

一�

二　

ヨ
ハ
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
ハ
イ
ド
と
ヨ
ハ
ン
・
エ
リ
ア
ス
・
ハ
イ
ド
に
よ
る
放
蕩
息
子
シ
リ
ー

ズ
は
六
枚
組
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
と
し
て
イ
エ
ー
ル
大
学
英
国
美
術
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
他
の
ル
ク
レ
ー
ル
型
放
蕩
息
子
シ
リ
ー
ズ
と
ほ
ぼ
同
図
柄
の
内
容
と

な
っ
て
い
る
が
、
登
場
す
る
女
性
の
髪
型
が
高
く
盛
り
上
げ
ら
れ
た
ス
タ
イ
ル
と
な
っ

て
い
る
の
が
特
徴
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
所
蔵
の
ル
ク
レ
ー
ル
型
放
蕩
息
子

図
を
あ
し
ら
う
陶
磁
器
と
し
て
、「
散
財
」
以
外
に
「
生
前
贈
与
」「
帰
還
」
を
描
く
も
の

が
あ
る
。

一�

三　

《 

阿
蘭
陀
人
康
楽
之
図
》
の
異
版
と
し
て
は
、樋
口
弘
『
長
崎
浮
世
絵
』（
味
燈
書
屋
、

一
九
七
一
）、
ま
た
は
『
富
田
万
里
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

長
崎
版
画
展
図
録
』（
早
稲
田
大

学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
、
二
〇
一
七
）
所
載
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

一�

四　

『
長
崎
版
画
と
異
国
の
面
影
』
図
録
（
植
松
有
希
企
画
、
板
橋
区
立
美
術
館
発
行 

二
〇
一
七
）

一�

五　

前
掲
（
一
四
）の
図
録
、
九
十
五
頁
、
一
六
三
頁
を
参
照
。

一�

六　

文
錦
堂
板
で
、
制
作
年
代
を
明
記
し
た
最
初
の
作
品
と
し
て
寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
）
ご
ろ
の
「
阿
蘭
陀
船
入
津
之
図
」
が
あ
る
が
、
樋
口
弘
氏
は
寛
政
年
間
の

板
元
無
記
の
版
画
の
中
に
文
錦
堂
ら
し
き
物
が
見
ら
れ
、
松
尾
家
は
天
明
か
ら
寛
政

に
か
け
て
実
質
的
に
文
錦
堂
と
名
乗
ら
ず
と
も
板
元
稼
業
を
行
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
と
し
て
い
る
。『
長
崎
浮
世
絵
』（
味
燈
書
屋
、
一
九
七
一
）

一�

七　

《
蘭
人
食
事
之
図
》
に
は
、「
字
貞
吉
印
」の
朱
文
方
印
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
貞

吉
と
も
名
乗
っ
て
い
た
佐
竹
噲
々
筆
と
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
天
明
二
年

版
『
平
安
人
物
志
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
文
献
で
、
佐
竹
噲
々
の
字
が
応
謙
で
あ
る
こ

と
は
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
朱
文
方
印
は
『
古
今
墨
跡
鑑
定
便
覧 

画
家
書
家
医
家
之

部
』（『
近
世
人
名
録
集
成
』
第
四
巻
分
野
別
編
二
所
収
）
に
見
ら
れ
ず
、
他
の
信
頼
す

べ
き
作
例
が
見
い
だ
さ
れ
、
比
較
検
討
し
な
い
限
り
、
佐
竹
噲
々
筆
と
断
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

一�

八　

前
掲
（
一
四
）の
文
献
は
、
本
図
に
賛
を
寄
せ
て
い
る
「
程
肯
堂
」
を
、
九
州
大
学

九
州
文
化
史
所
が
所
蔵
す
る
「
崎
津
村
庄
屋
記
録
」に
み
え
る
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）

に
天
草
に
漂
着
し
た
唐
船
の
記
録
に
見
ら
れ
る
「
程
肯
堂
」
と
関
連
付
け
て
い
る
。（
こ

の
史
料
に
つ
い
て
は
、
松
浦
章
「
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
天
草
崎
津
漂
着
唐
船
の
筆

談
記
録
」（
周
縁
の
文
化
交
渉
学
シ
リ
ー
ズ
二
『
天
草
諸
島
の
文
化
交
渉
研
究
』
関
西
大

学　

二
〇
一
一
）
を
参
照
。

一�
九　

本
図
巻
の
一
図
に
出
島
の
全
景
が
あ
り
、
こ
れ
に
描
か
れ
て
い
る
カ
ピ
タ
ン
部
屋

（
商
館
長
の
居
館
）の
入
口
が
屋
根
付
き
両
階
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
九
世
紀
前
期
の

制
作
と
推
測
さ
れ
る
。

【
追
記
】
本
稿
は
、
第
七
十
四
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
（
二
〇
二
一
年
五
月
十
五
日
）
に

お
け
る
口
頭
発
表
に
加
筆
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。


